
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加賀市ホームページ 
https://www.city.kaga.ishikawa.jp/ 

shisei_gikai/danjokyodo_sankaku/index.html   

  

発行 加賀市役所 行政まちづくり課 

 男女共同参画・人権係 

 ☎０７６１－７２－７８３６ 

第 7７号 ２０２２年２月 

 

い・Call とは… 

  イコール(平等)を意味し、『い』には

「意見・意志のある人達」が、『Call』に

は「呼びかけ合い男女共同参画社会を

作ろう」との思いが込められています。 

【Ｃｏｎｔｅｎｔｓ】 

 い ・Call 

●無意識の思い込み 

●加賀市男女共同参画プラン意見募集 

●内閣府 広報誌「共同参画」 

https://www.city.kaga.ishikawa.jp/


無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス） 
 

 

無意識の思い込み（アンコンシャス・バ

イアス）とは、誰もが潜在的に持っている

と言われる思い込みです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

男性、女性とも「育児期間中の女性は、

重要な仕事を担当すべきではない」が 1

位となりました。 

 職場においても、「男性は仕事、女性は 

 

右の図は、共働きでも男性は家庭よりも

仕事を優先すべきか聞いたものです。 

 年代が上がるにつれ「男性は家庭よりも

仕事を優先するべき」と答えた人の割合が

高くなっています。 

 しかし、赤枠で囲った 20 代と 30 代の

男女の意識の差を見てみると、他の年代と

比べて、意識の差が大きいことが分かりま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府が、令和 3 年 8 月に全国の 20 代

～60 代の 10,330 人を対象に調査した結

果のうち「職場」に関することを紹介しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

家事・育児」という性別役割分担意識が未

だに残っており、男性の意識改革は当然で

すが、女性の意識の変化も必要な結果と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の図は、同程度の実力なら、まず男性

から昇進させたり管理職に登用するものか

聞いたものです。 

男性の方が「そう思う」と答えた人の割

合が高くなっている一方で、女性の約１

０％の人が、「そう思う」、「どちらかとい

えばそう思う」と答えています。 

 

 

 



加賀市では、男女共同参画社会の実現の

ため、「第 4 次加賀市男女共同参画プラ

ン」の策定を進めています。 

プラン（案）について、ご意見の募集を

していますので、ぜひ皆様のご意見をお寄

せください。 

プラン（案）は、加賀市ホームページで 2

月 23 日(水)から公開しています。 

加賀市 パブリックコメント🔎で検索する

とパブリックコメントの専用ページが表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府が発行している広報誌「共同参画」2022 年 1 月号が、とても目を惹く表紙だったの

で、ご紹介します。 

作者の池田理代子さんのインタビュー記事も掲載されていて、約 50年前「ベルサイユのば

ら」連載当時の原稿料が、「女性だから」という理由で男性の半分であったこと、池田さんが漫

画を通じて描いた男女平等について、５ページに渡り掲載されています。 

興味の沸いた方は、ぜひ内閣府のホームページで「共同参画」をご覧ください。 


